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　この作品のいわれについて故川村隆雄院長のお言葉を
引用いたします。

　『地域の人々を意識したホスピタリティーのある空
間、美しいデザインなどのソフトウェア中心の発想も必
要ではないかと考えた。

－略－
　設計が進むにつれて、正面ロータリーに置く銅像が議
題になった。設計士は“ブロンズ像そして有名作家のも
のに限る”。像メーカーは“ポーズは院長が考えた方が意
義深い“。
　大変な宿題を課せられた。広大な敷地であり、等身大
一体では恐らく周囲に負けて像は小さく見える懸念があ
る。

－略－
　いつもの赤ちょうちんのノレンをくぐった。その瞬
間、御光がさした感をうけた。なんと一体の石膏裸婦像
が、私を招くように鎮座しているではないか。岩手大学
特美の亡き教授の作という。肌といい、オッパイの形と
いい、お尻の丸味の線、全く申し分がない。これを借用
することにし、これを中心に左右に女性を夫々座位と立
位をとらせ、腕のポーズも指示した。』
　雅望に生きる（1996年５月11日発行）より、新病院造
園あ・ら・か・る・と（その２）

表紙写真（旭　博史 撮影）

盛岡赤十字病院の正面玄関前の像さざなみ（田島義朗 作）とコナラの木


